
〔畑 作 物〕

1 ば れいし工「トヨシロ」の奨励品種編入

(農試技術部 県 南・県北分場 )

トヨンロは中生種であるが、いも肥大が早 く、男爵薯、農林 1号

より多収である。また、選元糖含量は低 く、油加工特性がす ぐれて

いる。疫病、ウイルス病については男爵馨並である。対象地域は全

県下である。

(D 来 歴

トヨンロは、昭和 35年 に農林省北海道農葉 試験場作物部第 4研究室 (現在の畑作物第 2研 究室 )

昭和 42年 に島系 481号 、において、「北海 19号 」を母、「エニワ」を父として変配を行ない、

農林 21号 )51年 、新品種 (ば れいしょ昭和 43年 に北海48号 の系統名が付され、さらに昭和

として登録され、「トョシロ」と命名された。

、千葉県が生会用品種 として奨励品種に採北海道および福島県、群馬県が加工食品用品種として

用している。

トョシロの系統図
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概 要像〕 特 性 の

1 ) 形態 的 特 性

り低 く、 「男爵いも」よりは高い、分枝は少な く、叢性は やや開く、茎茎長は
｀
「農林 1号 」よ

萌芽時の葉色は濃緑で、生育が進むと緑色 となる。小葉は中型で幅がや茎色は緑色、数は中位、

や狭 く、淡緑色。着葉はやや疎で光の透過が良い。花は自色、花粉稔性が低 く、自然結果はほ と

ん どみられない。

                が かかり、肉色は自、目は浅 く、 1個 重は皮色は淡☆色で 、弱いネッ トい もは席球～痛卵型、

の着性密度は中位である。大で粒揃いが良い。い も

2 ) 生態 的 特 性

も」より遅い中生種。いもの肥大は「農林茎葉の枯凋期は、「農林l号」より早く、「男爵い

3%前 後、い1号」より早く、「男爵いも」よりやや遅い。でん粉価は「農林1号 」程度で、1
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も収量は、岩手県にないては、「農林 1号 」「男爵いも」をしの ぐ。

疫病抵抗性遺伝子Rlを 持ち、初発生は 「農林 1号 」より遅 くなるが、感染後の発病経過は

「男爵いも」より遅 く、「農林 1号 」より早い。

ウイルス抵抗性は「農林 1号 」「男爵いも」をみの中位に属す。魂茎の軟腐病抵抗は「男爵い

も」よりやや強く、「農林 1号 」程度で中位。中心空洞はほとんど見られをいが 300夕以上の大

いもでまれに発生する、褐色心腐はない。

3)加  五  特  性

還元糖含量が低 く、低温貯蔵で増加する程度も低い。また、低温貯蔵後の加温処理 (リ コンデ

ィショニング)効果が高く、遠元糖含量の滅勿 ミすみやかである。このためt油 加工にともなう

褐変を防ぐことがきわめて容易である。

ほ)適 応地帝および普及見込み

適 応  地  帯   県 下全域

普及見込み面積   25o ha

に, 裁 培上の留意点

1)肥 決地や肥沃条件で多収にな り、 1個 重も増加するので、2割程度増肥する。ただし、1個

重が300″を越えると奇形となつたり、中′心空洞を生じるので、栽植密度を加減する。 (450～

5 m 堵よ)

2)疫 病抵抗性遺 伝子Rlを 持 つているので、通常初発生は遅れ るが、初発後の進展は、一般の罹

病性品種と同様であるから、防除は十分に行をう。

3)ウ イルス病には「男爵いも」「農林 1号 」同様、中位の曜病性を示すので、種いもの更新は毎

年行ない、アプラムシの防除を十分に行をう。

4)一 般的な栽培法は「男爵いも」等、生食用品種に準じて行なう。

6)試  験  成  績

1)農 試本場における成績

早掘になける生育収量 (昭和 51～ 56年 )

上いも - 20夕 以上

中いも - 60夕 以上

き
開花期

月 。日

枯洞期

月 .日

茎 長

御

茎 数

本

地上部
生体重
均/a

上 い も
重

駒/a
射
比
％

同
標

中以上
い も重
K夕/a

対
比

左
　
％

同
標

上い も
1個 重

タ

澱粉 価

%

ト ヨ ン ロ 6.26 8.25 90 3.1 234 211.6 103 159.7 116 75 11.6

農林 1号 6.24 8.29 102 3.8 279 132。6 65 67.7 49 54 11.5

男爵いも 6.24 8.17 84 4.0 220 204.6 100 137.6 100 64 12.0
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2)県 南分場にかける成績

4)高 冷地開発セングー生育収量調査

( S 5 6 )

散
a 当 た り 上い も

1個 重
い
重

上
も

左
比標

同
対

中以上
い も重

左
比標

同
対

トヨン ロ 280.4 545 487.3 959 92.6

農林 1号 236.5 222 202.3 398 86.4

男爵い も 106.5 100 50.8 100 61.1

※男爵い もは軟腐による腐敗が多発

規格に よるいも重別収量割合

(昭和 56年 普通掘り)

夕
下

２
以

７

タ
０
砲

２

〕

70 ,
ヽ350タ

350 ぢ

本

場

トヨ シ ロ 2.3 22.9 72.3 2.5

農林 1号 2.5 23.2 74.3 0

セ
ン
タ
ー

高
冷
地

ト ヨ ン ロ 3.4 18.4 76.2 2.2

農林 1号 3.6 21.0 75。4 0

5)加 工特性に関する成績

働  フ レンチフライ(1回 あげ )の歩止まり

(北農試、園 2研 、畑 I研 )

項  目

品 種名

開花期

月 日

枯凋期

月 。日

室 長

伽

茎教

本

早 堀 り 上い

も数

毛

上い

も1

個重

″

い
も
曜比

同左

対標

比

%

似
掛
眼
量
し／ａ

同左

対標

比

%

上い

も重

比

掛
胡
随
″

トヨシ ロ
5 5 6.24 8.19 9 3 2.4 269 86 364 103 316 135 290 150

5 6 25 28 100 4.6 438 113 495 13o 451 134

農林 1号
5 5

5 6 6.23 9. 1 120 3.3 321 〔
Ｕ 325 85 292 87

男爵い も
5 5 6.16 8. 4 92 4.6 196 77 279 84 234 100 192 100

5 6 22 23 86 4.6 368 104 382 100 337 100

3)県 北分場における成績 (昭和 54～ 56年 )

をナ 母
開花期

月 。日

茎 長

伽

茎 数

本

上い も
重

K9/a
左

融
％

同
対

恥 以上
い も重
K9/a

左
比標

％

同
対

上い も
1個 重

″

ト  ヨ   ン   ロ 7. 5 〔
ｙ 4.2 384,9 109 357.5 124 100

男 爵 い も 6。 29 81 3.7 351.5 100 287.4 100 92

※は、昭和 55、 56年 2か 月平均

品 種 名
剣 皮 歩 止 ま り % 製 品 歩 止 ま り  %

昭 48 4 9 A 4 9 B 平  均 4 8 4 9 A 4 9 B 平  均

ト ヨ ン ロ 24.1 17.1 14.4 18.5 44.7 51.3 52.7 49。6

農林 1号 18。3 16.0 16.1 16.8 42.3 49.0 45.6 45.6

男爵い も 19,7 18。3 15。7 17.9 41.7 46.0 36.9 41.5

江 :49年 とは 11月 14日 的および、12月 18日 lBr 2回 説歴
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(41 フレンチフラ

48年 産

6)特 性検 定 試 験

後代検定によるウ

イ(1回 あげ )の 外観評価

イルス病抵抗性 (岩 手農試 )

(北農試、図2研 、畑1研 )

品 種  名
普 通 貯 蔵 庫 10月 22日 より12月 25日 まで

平均値

1 0月 8日 1 1 月 7 日 12月 24日 低 温 貯 蔵

ト  ヨ   ン   ロ 5 - 5 - 3.5- 3.5- 4.3

農 林 1 号 4.5+ 4 ニ 2 - 2 - 3,1

男 爵 い も 5- 5 - 3 - 2 - 3.8

4 6 4 7

品 種 名

昭 4 3 4 4 4 5

罹病率 罹病度 罹病率 罹病度 罹病率 罹病度 罹病率 罹病度 罹病率 罹病度

トョ ン ロ 50.0 0.72 89,7 1.22 100.0 1.51 76.7 1.18 100,0 3.05

男爵 い も 86.7 1.25 100.0 1.52 93.3 1.82 100.0 3.23

農林 1号 91.7 1.70 92.9 1.79 90.8 1.31 98.3 1。92 100.0 2.09

病徴は大半が葉巻、縮葉、エノ症状が少し。

疫病塊茎抵抗性 (島 松 )

一 :供 試せず

疫病抵抗性 (長野農試 )

- 11-



系 統  名 崩  芽   時 収穫時罹病個体 付 着 菌 核 判 定

ト ヨ  ン  ロ 無 ご く 少 中 中

男 爵 い も ご く 少 無 少 中

農 林 1 号 無 無 無 強

黒あざ病抵抗性

ほ場における調査によれば「農林 1号 」よりやや弱く、「男爵いも」とほほ同程度である。

黒 あ  ざ  病  (島 松昭 46)

軟腐病抵抗性  (福 岡農試 )

系 統 名 浸 漬 試 験 人 為 接 種 判 定

ト  ヨ   ン   ロ 中 や  弱 中

男 爵 い も 中 弱 や  弱

農 林 1 号 や  弱 中 中

2  ば れい しよ 「農林 1号 」 「ホツカイアカ」の奨励品種廃止

(農 試技術部 )

「農林1号 」は昭和22年 生食用の多収良質品種として奨励品種に採用された。しかし、晩生種

で跡作に秋野菜の作付けが不可能であることから、県内の作付比率は2～ 3%に すぎない。

「ホッカイアカ」は昭和41年 に疫病に強く、多収で、澱粉含量が多いが、晩生で表皮が赤褐色

を呈することから、野菜としての流通が不汗uであり、自給用、飼料用として奨励品種に採用された。

しかし、現在は原内の栽培面積はほとんどない。以上のことから両品種を奨励品種から削除する。

今後は生食用として「男爵薯」「ワセシロ」を、加工用として「トヨンロ」を普及する。
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